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令和５年第１１回羅臼町教育委員会 

 

１ 日 時  令和５年１０月２５日（水）13時 30分～14時 50分 

 

２ 場 所  羅臼町役場 ３階 ５・６会議室 

 

３ 出席者 

   教育長     石 﨑 佳 典 

   委 員     葛󠄀 西 良 浩 

委 員     芦 崎 拓 也 

   委 員     佐々木 美 穂 

   委 員     小 林 真裕子 

   教育指導主幹  横 澤 英 三 

   学務課長    平 田   充 

   社会教育課長  野 田 泰 寿 

   総務管理係長  櫻 庭 千 尋 

      

４ 欠席者   なし 

 

５ 傍聴者   なし 

 

６ 議 題 

   議案 第１７号 令和５年度準要保護児童・生徒の認定について 

   報告 第１８号 羅臼町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

  報告 第１９号 諸会議・諸行事について 

 

７ その他 

⑴ 教育指導主幹通信について 
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【開 会】 

〇石﨑教育長 

  令和５年第１１回教育委員会を開催致します。 

  羅臼岳も雪が降り、本格的な冬を迎えようとしています。季節の変わり目になります

ので、皆様方には健康に留意していただきたいと思います。今年の冬は暖冬になり、雪

が少ないのではないかと言われています。暑い夏でしたので、過ごしやすい冬になれば

いいと思っています。 

 本日の第１１回教育委員会から、新たに教育委員に就任された小林真裕子さんに出

席いただいています。これまで教育委員を務めていただきました萬屋委員の後任とし

て、小林委員にお願いしたところです。小林委員は、令和５年１０月 1日就任ですが、

１０月２日の月曜日に、町長が不在のため副町長から辞令を交付させていただきまし

た。昨年度は羅臼幼稚園のＰＴＡ会長、また、昨年度からは羅臼高校のＰＴＡ会長に就

かれていますが、年度途中での教育委員就任になりますので、今年度末までは高校のＰ

ＴＡ会長を務められることになっています。就任していただく中で、子育てのほか、昆

布漁を営んでるご家庭であり、ご主人も様々な事業を展開されているということで、会

議の出席が難しくなる時期があることを心配されていましたが、幼稚園と高校でのＰ

ＴＡ役員の経験や、子育てをしている中でのご意見をいただきたいという思いからお

願いし教育委員に就任していただきました。みなさん、羅臼町の町民ですので、昆布漁

や最盛期を迎えている定置網漁など、大変な時期もあると思いますが、事情に合わせて

会議に出席していただければと思います。小林委員は、本日が初めての会議になります

が、４年間よろしくお願い致します。 

 会議に入らせていただきます。委員のみなさん全員出席ですので、会議は成立となり

ます。議事録署名委員の指名ですが、小林委員が初めての出席ですので、順番としては、

葛西委員、芦崎委員、佐々木委員、小林委員の順で指名させていただきたいと思います。

今回につきましては、葛西委員と芦崎委員にお願いしたいと思います。次回は、佐々木

委員と小林委員にお願いしようと思いますのでよろしくお願い致します。 

 議事の確認をさせていただきます。事前に配布している報告事項、報告第１８号、報

告第１９号に加え、本日１件の協議事項、議案第１７号を追加し、３件とさせていただ

きます。報告第１８号「羅臼町教育委員会教育長職務代理者指名について」、報告第１

９号「諸会議・諸行事について」、追加議案として議案第１７号「令和５年度準要保護

児童・生徒の認定について」です。 

  本日追加の議案第１７号ですが、羅臼町教育委員会会議規則第８条第１項各号には

該当しませんが、個人情報保護の観点から公開しないこととしてよろしいでしょうか。 

 

（各委員、了承） 
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 議案第１７号につきましては、公開しないこととします。 

 

  議事に入る前に私から、報告させていただきます。 

  １０月１日に羅臼幼稚園の運動会が開催されました。羅臼小学校のグラウンドで開

催準備をしていましたが、急な雨と風により、らうすぽで開催されました。コロナ禍に

おいては、屋内での開催を控え、悪天候時には延期をしていましたが、コロナが収まっ

たということで、屋内での開催になりました。来年度以降も、悪天候時には延期をせず

に、屋内で開催するということです。１０月６日に給食として羅臼定食が子ども達に提

供されました。献立は、イクラ丼、スケソのつみれ汁、鮭の塩焼き、ほうれん草の鮭節

和えでした。例年、羅臼漁業協同組合、漁業者の各部会などから食材を提供していただ

き、子ども達もおいしくいただいています。１０月６日バレーボールのスポーツ少年団

が全道大会出場の表敬訪問に来てくれました。町長と私で対応させていただいており

ます。大会結果は全道ベスト８という報告を受けています。１０月８日、クナシリ眺望

駅伝競走大会が、コロナの影響のほか、悪天候での中止もあり、５年ぶりに開催されま

した。１０チームの参加があり、ゴール会場、中継所は賑わいを見せていました。例年、

２０から３０チーム、多い時には７０チームほどの参加がありました。大会が開催でき

たということで、町民のみなさんからは大きな声援がありましたし、子ども達や役員か

らは、来年は出場したいという声も聞こえてきており、５年ぶりの開催で１０チームと

いう少ない参加ではありましたが、来年につながる大会になったのではないかと思っ

ています。各学校、幼稚園では、発表会が行われています。１０月１５日は春松小学校

の発表会、１０月２２日は知床未来中学校の学校祭、１０月２９日には羅臼小学校の発

表会が開催されます。春松幼稚園は１１月、羅臼幼稚園は１２月となっておりますので、

お時間があれば見ていただきたいと思います。１１月７日に高校生の一日議会が開催

されます。後ほど、教育委員のみなさんにもご案内をさせていただきますので、ご参加

していただければと思います。高校生からは、５つの班から１２件の質問をいただいて

います。１２件の質問のうち教育委員会に関する質問は６件となっています。高校生か

らの質問の後に、私が答弁し、再質問があった場合は、担当課長が答弁をするというこ

とになります。半分が教育委員会に関する質問ですので、楽しみにしているところです。

ご都合がつけば、高校生の一日議会にご参加をよろしくお願い致します。私からの報告

は以上になります。 

それでは、議事に入ります。 
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【議 事】 

 

●報告 第１８号 羅臼町教育委員会教育長職務代理者の指名について 

 

 〇石﨑教育長 

   報告第１８号「羅臼町教育委員会教育長職務代理者の指名について」担当から説明を

お願いします。 

 

 〇学務課長 

   議案の１ページをお願いします。報告第１８号「羅臼町教育委員会教育長職務代理者

の指名について」です。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第２項の規

定により、教育長職務代理者に次の者を指名したので報告するものであります。法律第

１３条２項では、教育長に事故があるとき、または、教育長が欠けたときは、予め指名

する委員がその職務を行うことと定めており、教育長に事故などがある場合に、事務に

支障をきたすことがないよう、教育長が予め委員の中から職務代理者を指名すること

とされております。この規程に基づき、令和５年１０月１日付で、葛西委員を職務代理

者に指名しましたので報告させていただきます。また、職務代理者が職務を行う場合、

具体的な事務の執行については、非常勤である職務代理者が行うことが難しいことか

ら、法律第２５条第４項に基づき、学務課長に委任することとしましたので、併せて報

告させていただきます。教育長職務代理者の任期についてですが、職務代理者の任期は

法律では定められていないことから、教育長が新たに職務代理者を指名するまでを任

期とさせていただきます。 

 

 ○石﨑教育長 

   報告第１８号について説明がありました。委員のみなさんから、確認、質問はありま

すでしょうか。 

 

（意見・質問等は特になし） 

 

 ○石﨑教育長 

   これまでは、萬屋委員に職務代理者をお願いしていました。退任に伴う指名になりま

す。葛西委員よろしくお願い致します。 

 

 ○葛西委員 

   力不足ではありますが、よろしくお願い致します。 
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 ○石﨑教育長 

報告第１８号「羅臼町教育委員会教育長職務代理者の指名について」は、承認された

ものと致します。 
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●報告 第１９号 諸会議・諸行事について 

 

 ○石﨑教育長 

報告第１９号「諸会議・諸行事について」担当から説明をお願いします。 

       

      ○学務課長 

議案の２ページをお願いします。報告第１９号「諸会議・諸行事について」です。１

０月から１１月の主な予定について記載しています。学務課の所管事項ですが、１１月

７日に高校生の一日議会が開催されます。１１月２７日から２９日に、きら星の丸山先

生の訪問が予定されています。次回の教育委員会は１１月２９日となっております。記

載はありませんが、１１月１３日に臨時議会が開催されます。学務課の所管事項は以上

です。 

 

      ○社会教育課長 

議案の３ページをお願いします。社会教育課の所管事項ですが、１０月８日にクナシ

リ眺望駅伝競走大会を開催しました。来年度につきましては、１週早めた、１０月の第

１日曜日、１０月６日を予定し、参加者が増えるよう、早めの周知を行いたいと思いま

す。１０月２６日は、羅臼町のスポーツ・文化の在り方検討協議会を開催します。内容

は部活動の地域移行の関係になります。１０月３０日は総合文化祭出演団体代表者会

議を行います。１１月１日はＣＳ羅臼高校地学協働活動部会を設立の予定です。１１月

１４日にはＣＳコーディネーター会議を開催します。これは、町民向けの勉強会を兼ね

た中間発表会を１２月１６日に行いますので、その打合せのための会議です。１１月２

３日から２６日は、らうすぽを会場に総合文化祭を開催します。当初、１１月１日から

１ヶ月間の展示を予定していた児童生徒美術書道展ですが、総合文化祭と連携して実

施するということで、らうすぽ１階会議室を会場に１１月２４日から２６日の期間で

開催します。記載はありませんが、１１月１８日から１９日に、東京都の千歳船橋駅前

で知床物産展が開催されますので、羅臼高校の大漁焼のメンバーが参加する予定にな

っています。１１月２７日には、根室市で社会教育委員の研修会があります。テーマに

ついては、青少年の問題行動に関する講演会となっています。 

図書館所管事項ですが、総合文化祭で行われる子ども祭りと連携し、１１月２６日に

本との出会い講座・講演会を開催します。 

４ページをお願いします。郷土資料館所管事項になります。知床学の講師として、天

方学芸員が羅臼高校で授業を行っています。１１月２日には、図書館とのコラボ企画と

して、星空観察会を計画しています。以上です。 
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 〇石﨑教育長 

報告第１９号「諸会議・諸行事について」ご意見、ご質問等ありましたらよろしくお

願いします。 

 

（意見・質問等は特になし） 

 

 ○石﨑教育長 

それでは、報告第１９号「諸会議・諸行事について」は承認されました。 
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●議案 第１７号 令和５年度準要保護児童・生徒の認定について 

 

 ○石﨑教育長 

追加議案であります、議案第１７号「令和５年度準要保護児童・生徒の認定について」

担当から説明をお願いします。 

 

 非 公 開  

 

 ○石﨑教育長 

議案第１７号「令和５年度準要保護児童・生徒の認定について」は可決とします。 

   以上で議事は終了します。 
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【その他】 

●教育指導主幹通信について 

 

 〇石﨑教育長 

   その他として、教育指導主幹通信について説明をお願いします。 

 

 ○横澤主幹 

   主幹通信をご覧願います。今回は、時報市町村教委に掲載された、ピーター・フラン

クルさんの、「豊かで幸せな人生を送るために」を紹介します。 

   子ども達にまず伝えたいのは二つ。生きることって素晴らしい、学ぶことって面白い

ということです。生きることって素晴らしいに同意しても、学ぶことって面白いは首を

傾げる人も多いと思う。日本語には、学習と勉強の二つの言葉があり、英語にも同様の

意味の learn studyがある。前者は、様々な方法で自主的に知識や技能を見に付けるこ

と。後者は、強制的に苦労しながら物事を覚える雰囲気だ。AI 時代の到来もあって、

ものすごいペースで変わる世界。小学校で読み書きと計算の基本以外、具体的に何を教

えるのかはそこまで重要ではないだろう。遊びながら調べたり、体験しながら覚えたり、

AI との対話で学んだりすることで「学ぶってわくわくするほど面白い」とわかれば、

学習が好きになる。その気持ちは長い人生、ずっと付いてくる宝物になる。非常に大事

になる、身に付けてほしい能力が紹介されています。その一つは数学的考え方。数学を

やりながら身に付く問題解決能力、論理的な考え方、嘘と真実の見分け方である。溢れ

ている情報の中から必要な確かなものを選択するのは、容易いことではない。そこで、

数学的な考え方が役に立つ。もう一つはコミュニケーション術。いくつかの外国のサイ

トでも調べたが、コミュニケーションが上手な人は引く手数多である。これこそ、優し

い日本人には身に付けやすい。相手の話を笑顔で聞いて、よく相槌を打つのは基本だ。

ただし、聞き流してはダメ。目指すのは「聞き上手」である。相手の表情をよく見て、

声の変化に気付いたら瞬時に質問をする。言うのは簡単だが、短くて適切な問いを掛け

るのは簡単ではない。上手になると、公私問わず評判が上がり友達が増える。そして、

いろいろな人に信頼されるようになる。未来を予測するのは難しいけれど、日本人らし

く積極的に学習し真面目に働いて、対立をうまく避けて前向きの姿勢を保てば、これか

らも豊かで幸せな人生を送れるだろうということです。 

   次に前回お配りしました、全国学力学習状況調査結果概要について説明させていた

だきます。別冊１小学校の資料をご覧願います。１ページ目、２ページ目は前々回ご説

明させていただいております。今年の、国語、算数は残念ながら全国平均を下回ってい

ます。２ページ目は経年の変化を載せています。本日、ご説明するのは、質問紙に関す

ることです。３ページをお願いします。学習に対する興味関心ということで、「国語の

勉強は好きですか」「国語の勉強は大切だと思いますか」「国語の授業の内容はよく分か
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りますか」「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いま

すか」この質問を国語のほか、算数、英語で同じような質問をしています。６ページ下

段の考察をご覧願います。国語、算数ともに「勉強が好き」と回答している児童の割合

が全国平均を上回っている。英語に関して「勉強が好き」と回答している児童の割合が、

令和３年度より下回っている。英語に関して「勉強が大切」「将来英語を使う生活をし

たり、職業につきたい」「学校の授業以外で、英語を使う機会があった」と回答した児

童の割合が、全国平均を下回っている。正答率に関わるクロス集計の結果は、国語の授

業の内容はよく分かると回答した児童の正答率が高かったということになります。７

ページからは、規範意識・自己有用感です。「人が困っているときは、進んで助けてい

ますか」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」「人の役に立

つ人間になりたいと思いますか」「自分には、よいところがあると思いますか」「将来の

夢や目標を持っていますか」「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にい

つでも相談できますか」「友達関係に満足していますか」という設問です。考察の結果、

「人の役に立つ人間になりたいと思う」「将来の夢や目標を持っている」と回答してい

る児童の割合が、全国平均を上回っている。「人が困っているときは、進んで助けてい

る」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」と回答した児童の割合

が全校平均を下回っている。また、過去一番低くなっている。「困りごとや不安がある

時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」と回答している児童の割合が、全

国平均を下回っている。「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」と回

答している児童は、国語の正答率が高いという傾向になっています。１０ページからは

生活習慣です。「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」という設問です。結果は、「朝食を毎日

食べている」と回答している児童の割合が、全国平均を下回っている。国語、算数にお

いて、「朝食を毎日食べている」「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」と回答している

児童の正答率が高くなっています。規則正しい生活をしている子ほど、点数が良い傾向

にあります。これは、中学校も同じような傾向にあります。１２ページからは家庭学習

についてです。「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」「平日にどれくらい勉強

していますか」「休日にどれくらい勉強していますか」という設問です。結果は、「家で

自分で計画を立てて勉強をしている」と回答している児童の割合が、全国平均を上回り、

国語の正答率が高くなっています。毎年問題になることですが、平日休日ともに、「１

時間以上家庭学習をしている」と回答している児童の割合が、全国平均を下回っている。

何年も前からですが、家庭学習の時間は全国平均を下回っています。国語では、「平日

３０分以上家庭学習をしている」と回答している児童、算数では「平日３０分以上２時

間以内家庭学習をしている」と回答している児童の正答率が高いという傾向がありま

す。１４ページからは読書習慣です。「読書は好きですか」「学校の授業時間以外に、平

日、１日当たりどれくらい読書をしますか」「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本
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を読んだり、借りたりするために、学校図書館に行きますか」「あなたの家には、どれ

くらいの本がありますか」という設問です。傾向としては、「平日授業以外で３０分以

上読書をしている」と回答している児童の割合が、全国平均を下回っている。読書が好

きだと回答している児童でも、平日の読書時間は少ない傾向にあるようです。「家庭に

本が２６冊以上ある」と回答している児童の割合が、全国平均を下回っている。「家庭

に本がたくさんある」と回答している児童は、すべての教科の正答率が高い傾向にあり

ます。１６ページからは授業についてです。「学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣ

Ｔ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」「学級の友達との間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」「学習した内容

について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることが

できていますか」「授業で学んだことをほかの学習で生かしていますか」という設問で

す。結果は、「学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立

つと思う」と回答している児童の割合は１００％で、全国平均を上回っている。羅臼町

が、早くからＩＣＴ機器を子ども達に持たせている効果が表れていると思います。「学

習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができている」と回答した児童の割合は年々減少しているが、全国平均を上回

っている。「授業で学んだことをほかの学習で生かしている」と回答している児童の割

合が、全国平均を上回っているとともに、国語、算数とも正答率が高いという傾向があ

ります。１８ページからはその他の設問です。今年から加えた設問ですが「学校に行く

のは楽しいと思いますか」「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」

「外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思い

ますか」「日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知っても

らいたいと思いますか」という設問です。結果は、「学校に行くのが楽しい」と回答し

ている児童の割合が、全国平均を上回っている。「外国の人と友達になったり、外国の

ことについてもっと知ったりしてみたい」と回答している児童の割合が、平成２９年度、

平成３１年度の調査を大幅に上回っている。「日本やあなたが住んでいる地域のことに

ついて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思う」と回答している児童の割合が、全

国平均を上回っているという結果でした。２０ページからは両小学校が、全国学力・学

習状況調査の結果概要を保護者に報告したものになります。 

   別冊２中学校の資料をご覧願います。１ページ目、２ページ目は前々回ご説明させて

いただいた内容です。国語、数学、英語、全国平均をかなり下回っています。２ページ

目は経年の変化を載せています。質問紙は３ページからになります。設問内容は小学校

と、ほぼ同じ内容になっていますので、考察のみご説明させていただきます。９ページ

をお願いします。学習に対する興味関心の結果です。国語に関して、「勉強が好き」と

回答している生徒の割合が、全国平均を上回っている。数学に関して、「勉強が好き」

と回答している生徒、「授業の内容がよくわかる」と回答している生徒の割合が、全国
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平均を下回っている。数学に関して、「将来の役に立つ」と回答している生徒の割合が、

全国平均を上回っている。英語に関して、否定的な回答をしている生徒の割合が、全国

平均を上回っていますので、英語に関する興味関心、勉強が好きかというところを伸ば

す必要があると思います。「数学の勉強が好き」と回答している生徒は、すべての教科

で正答率が高い。英語に関して、「授業以外で使う機会がある」と回答した生徒は、英

語の正答率が高いという結果です。次に、規範意識・自己有用感です。１２ページをお

願いします。「人が困っているときは、進んで助けている」「人の役に立つ人間になりた

いと思う」「自分には、よいところがあると思う」「将来の夢や目標を持っている」「困

りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」「友達関係に

満足している」と回答している生徒の割合が、全国平均を下回っているという結果です

ので課題です。「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と回答している生徒

の割合が１００％で全国平均を上回っている。正答率が高い生徒の方が「友人関係に満

足していない」と回答している割合が高い傾向にあるということです。興味深い結果だ

と思います。１４ページの生活習慣の結果をお願いします。「朝食を毎日食べている」

「毎日同じくらいの時間に起きている」と回答した生徒の割合が、全国平均を下回って

いる。規則正しい生活を送っている生徒は、小学校と同じように、すべての教科で正答

率が高くなっています。１６ページの家庭学習の結果をお願いします。「家で自分で計

画を立てて勉強をしている」と回答している生徒の割合は過去最低で、また全国を下回

っている。「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と回答している生徒は、国語と

数学の正答率が高い傾向にあります。自分で計画を立てて勉強をすることは大切だと

いうことです。例年とほぼ同じ結果ですが、平日休日ともに「１時間以上家庭学習をし

ている」と回答している生徒の割合が、全国平均を下回っている。また、「全くしない」

と回答している生徒の割合が、全国平均を上回っている。毎年、課題になっていること

ですので、家庭学習の方法について定着させなければならないと思います。国語と数学

では、「平日１時間以上家庭学習をしている」と回答している生徒の正答率が高くなっ

ています。１８ページの読書週間の結果をお願いします。「読書が好き」と回答してい

る生徒の割合が、全国平均を上回っている。「読書が好き」と回答している生徒は、す

べての教科で正答率が高くなっています。「読書が好き」と回答していても、「平日授業

以外で３０分以上読書をしている」と回答している生徒の割合が、全国平均を下回って

いるという結果です。２０ページの授業の結果をお願いします。すべての設問において、

肯定的な回答をしている生徒の割合が、全国平均を下回っており、設問４０「学級の生

徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて

いますか」以外は、年々その割合が低くなっている。授業の改善をする余地があると思

います。２３ページのその他の結果をお願いします。「すべての設問で肯定的な回答を

している生徒の割合が、全国平均を下回っている」「学校に行くのが楽しい」「自分と違

う意見について考えるのは楽しい」と回答している生徒は、数学と英語の正答率が高い。
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「学校の部活動に参加している」と回答している生徒は、すべての教科で正答率が高い。

また、その傾向は「文化部に参加している」と回答している生徒の方がより強くみられ

るという結果です。２４ページ以降は、全国学力・学習状況調査の結果概要を保護者に

報告したものになります。 

   主幹通信の裏面をお願いします。９月２７日に第２回ＥＢＥ協議会が開催されまし

た。ＥＢＥとは、根拠に基づく教育という意味になります。その協議会で、全国学力学

習状況調査の根室管内の平均正答率が示されました。管内平均も全国平均を下回って

いる状況にあり、特に中学校の方がその傾向が顕著になっています。小学校の方も、今

年は低いと思います。授業改善の方向性として、次のようなことが言われました。知識

及び技能を活用しながら、より深く理解していく学習活動。児童生徒が主体的に、問題

発見・解決の過程を遂行していく学習活動。理解したことと自分の考えや経験とを比較

したり、関連付けたりする学習活動。他者の説明を解釈したり、正確な表現に修正した

りする学習活動が必要と言われています。学力向上の取組の方向性としては、児童生徒

一人一人が授業の内容がよくわかると実感できる授業づくり。質問紙調査の項目の内

容を参考にした主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善。家庭での学習方法等

の具体例を挙げたり、発達の段階に応じた学習計画の立て方や学び方を促したりする

指導の積み重ね。１人１台端末を活用して児童生徒の様々な学習の状況や興味・関心に

柔軟に対応していくことが必要と言われています。先ほど、国語が好きと回答していて

も、点数に結びついていないということが、管内的にも同じような傾向があり、根室管

内の課題ということになります。授業が分かっていても、全国との平均正答率の差が広

がっています。分かっていても、全国の正答率を大きく下回るというズレが見られます。

どうしてこのようなズレが見られるのかということで、児童生徒による考え方の個人

差はないか。児童生徒の実態に合わせて、定期テスト等を含め評価基準を下げてはいな

いか。これは、私にも心当たりがあります。定期テストを作る時に、平均点が６割にな

るように作っていました。実態は、平均点が６割の学年と、６割にとどかない学年があ

ります。問題をやや簡単にし、平均点が６割になるようにすることもあります。簡単な

定期テストで、７割、８割の点を取り、自分は勉強が分かっていると思い込んでしまう

と、授業がよく分かると回答しても、全国水準のテストをしたときに、正答率が低くな

るという傾向があるということです。そこを改めるということで、特に中学校の先生方

には、テストの作り方が、この協議会で提示されています。単元や本時において、何を、

どのようにできたらよいか児童生徒と共有できているか。児童生徒の頑張りや変容を

価値づけているものの、評価規準を達成した姿を評価しているかということで、本当に

全国水準の学力が身に付いているかを評価しなければなりませんが、先生方は、子ども

達の頑張りの部分から評価を上に設定する可能性があります。求められている「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けて、学習指導要領解説等を根拠とした授業づくり

ができているかということで、先生方には学習指導要領解説等を読み込んでもらい、授
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業を行ってほしいと言われております。 

 

 ○石﨑教育長 

教育指導主幹から報告がありました。主幹通信と、全国学力学習状況調査の結果概要

について、ご意見、ご質問等ありましたらよろしくお願いします。 

   こうした結果と分析をしっかりとした中で、一貫教の学力向上部会で、分析結果から

今後の授業をどうしていくかということを学力向上の羅臼プランに反映し、提言して

いるということになります。非常に細かく、学力学習状況調査の結果については、クロ

ス集計として、学力と生活習慣の関係が分析されています。主幹からもありましたが、

家庭学習の定着というのが、羅臼町では課題になっています。ＥＢＥ協議会の報告の中

で、ズレが見られるということですが、毎年このようなズレがあるという傾向だったと

いうことですか。 

 

 ○横澤主幹 

   毎年、ズレはあります。児童生徒が、自分自身のことをよく分かっていないのかと思

っていましたが、今回の結果を見て分かりました。テストを簡単にしている傾向もある

と思います。中学校の先生方の刺激になったと思います。 

 

 ○石﨑教育長 

   結果だけを見ると、国語が好きだという回答が多く、いい授業が行われていると思い

ましたが、しっかりと分析をすれば、ズレが見られるということが分かりました。 

 

 ○佐々木委員 

   宿題の出し方ですが、それぞれの先生にまかされていますか。 

 

 ○横澤主幹 

   中学校では、宿題がありません。自分で計画を立てて家庭学習をすることになってい

ます。中学校は今年から定期テストを減らし、単元テストを多く行っています。小学校

でも単元テストを行っていますが、その単元が終わった直後に単元テストを行う傾向

があります。終わった直後であれば点数は取れますが、意図的に、２週間後、３週間後

に単元テストを行うと点数が下がります。その方法を中学校でも応用することで、テス

トまでの期間、勉強をする時間が増えるのではないかと思います。小学校から提言があ

り、中学校でも、取り組むよう話をしています。どの程度効果が出るかは分かりません

が、期待している取り組みです。 
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 ○石﨑教育長 

   宿題というよりは、自主的に取り組ませる方法を含めての単元テストになると思い

ます。高校でも、今年度から定期テストを無くし、単元テストにしています。単元テス

トにする意図が、しっかりと、高校で持っていて、子ども達もそれに向けて学習してい

るということです。直近では覚えていても、２週間後、３週間後に、学んだ知識を定着

させるため、家庭学習が必要になります。小学校時代から、習慣として家庭学習が定着

してほしいと思います。 

 

 ○葛西委員 

   学校の授業も、自主的に学ぶ方向性が見えてきていますので、それを定着していけば、

家庭学習が習慣になっていくと思います。黒板に向かっての授業と、自主的に学ぶこと

にギャップはありますか。 

 

 ○横澤主幹 

   羅臼小学校で、自由進度学習に取り組み始めています。子ども達が、例えば三角形を

学ぶ単元であれば、自分で計画を立てて、タブレットを使っても、教科書を使ってもい

い。場所は、教室でも、図書室でも、廊下でもいいとして、自分で計画を立てて学習し、

学習する力を身につけていく方法を試しています。全ての教科、単元では出来ませんの

で、一部の単元で取り組んでいます。春松小学校も、取り組むための準備をしています。

来年度、自由進度学習発祥の地である山形県天童市に視察に行き、実際に見て学んでき

たいと思っています。 

 

 ○葛西委員 

   先日の学校訪問で自由進度学習に取り組んでいたのは、羅臼小学校の何年生ですか。 

 

 ○横澤主幹 

   羅臼小学校の６年生です。 

 

 ○葛西委員 

   来年度、同じ質問紙の内容を、中学生になった現在の６年生に投げかけた時に、違い

が出るのかなと思います。 

 

 ○石﨑教育長 

   自由進度学習に取り組んでいる川北小学校と、網走の白鳥台小学校に先生方が視察

に行き学んでいます。自由進度学習にも様々な形がありますので、先生方はいい授業に

するため学んでくれています。 
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 ○横澤主幹 

   自由進度学習は中学校にも応用できると思っています。 

 

 ○石﨑教育長 

   小学校での学び方を中学校でも続けていくと効果が出てくると思います。 

 

 ○横澤主幹 

   私は、中学校で社会を教えていました。中学校の社会では、自由進度学習に取り組み

やすいと思います。 

 

 ○石﨑教育長 

   学力については、全体的な底上げが必要だと思います。 

    

 ○学務課長 

   学力の底上げについてですが、学校の先生だけではなく、社会教育からの視点も含め

て、読書と学力について、図書館司書と話をしました。羅臼町の子ども達が、家庭学習

をしているかということと、羅臼町に移住してきた大人の方が、子どもの頃に、どのよ

うな学習をしてきたかを話していくと、生活の仕方が違っていて、全員というわけでは

ありませんが、移住してきた方々は、宿題のほかに、家庭学習をしてきたということで

す。中学生になると将来の職業を想像して、その職業に就くために勉強していたという

ことです。羅臼町の子ども達は、高校を卒業した時の学力で、何の職業に就けるのかを

選択しているのではないかと感じています。羅臼高校は連携型入試のため試験はあり

ませんが、入学後に、現在の３年生は６０点満点の５教科で３００点、１年生と２年生

は１００点満点の５教科で５００点というテストを受けています。３年生で半分以上

の点を取った生徒はいませんでした。２年生で半分以上の点を取った生徒は知床未来

中学校出身者１８名中２名でした。今年の１年生１８名については、半分以上の点を取

った生徒は１名でした。この結果から、学力が低い生徒が羅臼高校に進学していると感

じています。例えば、将来先生になりたいのであれば、大学に行くことになりますので、

将来に向けて勉強をすると思いますが、現状の学力で、何の職業に就こうかと悩んでい

る生徒が多いのではないかと感じているところです。 

 

 ○佐々木委員 

   子どもの頃に将来の夢を持っていると思います。もう少し踏み込んだ、将来どんな職

業に就きたいかを問い掛ける授業はありますか。 

 

 



17 

 

 ○横澤主幹 

   キャリア教育として、どこの学校でも取り組んでいます。 

 

 ○佐々木委員 

   キャリア教育は何年生が対象ですか。 

 

 ○横澤主幹 

   小学校１年生から中学校３年生までです。授業の内容は決まっています。 

 

 ○芦崎委員 

   中学校で学力の高い生徒は、町外の高校に進学しているということですか。 

 

 ○学務課長 

   それもあると思います。 

 

 ○芦崎委員 

   町外の高校を志望している生徒は、自主的に勉強していると思います。羅臼高校に進

学する場合、入試が無いため、勉強して学力を積み上げていく必要性が低いのではない

かと思います。 

 

 ○小林委員 

   家庭の事情で高校を選択している生徒もいると思います。 

 

 ○学務課長 

   中学生で家庭学習の習慣が無いのは、小学生の時から家庭学習をやっていないから

だと思います。小学生の時に宿題はやっても、自主的に計画的に家庭学習をする習慣が

ないので、中学生になっても家庭学習をやらないですし、習慣が無いため、やり方が分

からないという生徒もいると思います。 

 

 ○芦崎委員 

   家庭学習に強制力はありませんので、家庭ごとのやり方になると思います。 

 

 ○佐々木委員 

   先ほど学務課長からありました図書との関りの中で、家庭学習の習慣までつけなく

ても、少しでも読書の習慣をつけ、本を読むことによって国語の学力が上がるといった、

きっかけを作ることができればいいと思います。 
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 ○学務課長 

   図書館司書と、読書との関りについて取り組みを進め、変化があるかを見ていきたい

と話しています。 

 

 ○芦崎委員 

   羅臼町、羅臼町教育委員会として羅臼高校に海外留学などの魅力化支援を行ってい

ると思います。羅臼高校入学時の学力を考えた時に、ハードルが高い内容になっている

のではないかと思います。 

 

 ○佐々木委員 

   今の中学３年生で、羅臼高校の海外留学を目標に頑張っている生徒がいると聞いて

います。町外の高校にも海外留学の支援はあると思いますが、海外留学の支援は人数に

限りがありますので、目標にしている生徒が少ない、羅臼高校を選択するという考えの

ようです。そこも羅臼高校の魅力になると思います。 

 

 ○芦崎委員 

   将来なりたい職業があれば自主的に勉強をすると思いますが、高校入試が無いため、

勉強をする目的が無いまま過ごしている生徒もいると思います。 

 

 ○学務課長 

   正確な数字ではありませんが、入試が無い連携型入試の高校は２９校です。全国的に

はたくさんあると思います。入試が無いからといって、点数が低いかというと、そうで

はありません。先ほども話しましたが、中学生の時に将来何になりたいかをしっかりと

持ち、入試がある、入試が無いということではなく、将来のために勉強するという考え

だと思います。そうは思いたくありませんが、羅臼町の子ども達は、入試が無いから勉

強せず、夢が無いまま羅臼高校に通学しているのかと思ってしまいます。 

 

 ○芦崎委員 

   全国学力学習状況調査では、小学生のうちは学力がついていますが、中学生になると、

学力が低下しています。高校生になってからの学力はどうなのかというところで、中学

校３年間での学習が大切だと感じます。 

 

 ○学務課長 

   高校に入学してから、卒業するまでの学力は分かりません。 
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○葛西委員 

   平均点ですので、学力が高い生徒が町外の高校に進学すると平均点は下がると思い

ます。私達の時代とは変わっていると思いますが、ある程度、親が家に居て、勉強をす

るよう言われてきましたが、今は共働きの家庭も多く、子ども達は楽な方に進んでしま

うこともあると思います。羅臼高校の魅力化ということであれば、全員一律というより

は、ある程度のラインを引いて、そこをクリアした生徒が支援を受けられるとなれば、

親の考え方も変わってくると思います。 

 

 ○芦崎委員 

   中学生はタブレットを使用していますか。 

 

 ○横澤主幹 

   使用しています。 

 

 ○芦崎委員 

   持ち帰ることは可能ですか。 

 

 ○横澤主幹 

   持ち帰ることは可能です。 

 

 ○芦崎委員 

   宿題や課題は、タブレットで取り組むことはできますか。 

 

 ○横澤主幹 

   できると思います。 

 

 ○芦崎委員 

   タブレットであれば、宿題や課題をやったか、やらないかが、すぐに分かると思いま

すし、バスで通学している生徒は、通学移動中に勉強ができると思います。勉強時間の

創出にもなると思います。 

 

 ○学務課長 

   毎年、全国学力学習状況調査の結果が低いという話になりますが、先生方の指導力が

低いのかというと、そうではなく、家庭学習の定着ができていないためだと思います。

家庭学習の定着をさせるのは、保護者だと思います。 
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 ○葛西委員 

   やることが一緒でも、家庭学習という呼び方を変えるだけでも変化があるかもしれ

ません。例えば家庭での自由進度学習などでもいいのかもしれません。 

 

 ○芦崎委員 

   自由進度学習を宿題や家庭学習に発展していければいいと思います。 

 

 ○葛西委員 

   先ほど、読書をすれば正答率が上がるという説明がありましたので、読書を取り入れ

ていければいいと思います。 

 

 ○芦崎委員 

   タブレットで本は読めますか。 

 

 ○横澤主幹 

   読めますが、入れていません。 

 

 ○芦崎委員 

   タブレットを使い、バス通学中にも読書ができればいいと思います。 

 

 ○学務課長 

   高校入学後のテストでは半数の生徒が５００点満点で２桁の点数です。家庭で保護

者は、子どものテストの点数を見ていないのかと思います。 

 

 ○小林委員 

   保護者は確認をして印鑑を押す仕組みになっていますので、みなさん確認している

と思います。 

 

 ○学務課長 

   高校に入学してすぐのテストの結果は高くありません。普段のテストでは、このテス

トよりも低いのかもしれません。 

 

 ○芦崎委員 

   入試のための勉強をしていないからだと思います。 
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 ○小林委員 

   不合格にならないという面もあると思います。絶対に入学できるため、勉強をしない

という話は聞いたことがあります。 

 

 ○社会教育課長 

   将来、何になりたいかを持っていないからだと思います。 

 

 ○佐々木委員 

   不合格になる可能性があるということが、勉強をする動機の一つになると思います。 

 

 ○芦崎委員 

   数年前に、羅臼高校が閉校するという噂がでたときに、当時の中学３年生は勉強しま

した。 

 

 ○佐々木委員 

   連携型のままで入試を行うことは可能ですか。 

 

 ○学務課長 

   連携型でも、入試を行うことに問題はありません。 

 

 ○佐々木委員 

   入試をすることにできませんか。 

 

 ○学務課長 

   入試をしても、定員割れのため、全員が合格になります。 

 

 ○佐々木委員 

   先ほど、芦崎委員の話にもあったように、ある程度のラインを決め、入試の結果によ

り、受けられる支援が増えるというのも方法ではないでしょうか。 

 

 ○芦崎委員 

   ほかの地域の高校では、成績が優秀であれば学費等が免除になる制度があります。保

護者の経済的な負担も減りますし、将来について親と子がどこまで話しているかが大

切になってくると思います。 
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 ○石﨑教育長 

   佐々木委員のお話にもありましたが、キャリア教育をしっかりと取り組むことで、変

えていける可能性があると思います。高校入学後のテストは結果でしかありません。学

力学習状況調査も低いですが、突き詰めていくと、高校に入学するためというよりは、

自分が将来、何になりたいかといったところで、どうしていくかです。例えば、先生に

なりたいのであれば、北海道教育大学釧路校を目指すことになりますし、プロ野球選手

になりたいのであれば、勉強以外の努力もすると思います。 

 

 ○葛西委員 

   キャリア教育も、自由進度学習として自分で調べるようにした方がいいかもしれま

せん。 

 

 ○芦崎委員 

   町内の業者で行っている職業体験も、キャリア教育ですか。 

 

 ○社会教育課長 

   そうです。 

 

 ○芦崎委員 

   そこの部分が弱いと思います。町内の職業体験だけでは限られていますし、中学生の

うちに、町外の様々な職業の人を紹介して、授業ができた方がいいと思います。 

 

 ○石﨑教育長 

   キャリア教育には、キャリアノートというものがあり、来年の自分はどうなっていた

い、将来の自分はどうなっていたいと経年で取り組んでいます。例えば、小学校３年生

の時には、宇宙飛行士になりたいと思っていたけれども、小学校６年生になって夢が変

わり、夢に向かって自分は何をしなければいけないのかというノートをしっかりと持

って取り組んでいます。職業体験というのは、職業を選ぶためのものでもありますが、

外部評価委員から伝えられたのは、小中学生が職業体験をして、その職業に就くことは

少なく、地域の職業を体験して、信念を持って頑張っている大人と触れ合うことが大切

なのではないかと言われています。いろいろな人の意見を聞くと、選択の幅も広がりま

すので、芦崎委員が言われたとおり、様々なメニューを用意していくことが必要になる

と思います。 

 

 ○芦崎委員 

   外からの刺激が足りないのかもしれません。いろいろな人の話を聞く機会がもっと
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あればいいと思います。 

 

 ○石﨑教育長 

   海洋教育では、高知県から講師を招聘するなど、小中学生が様々な話を聞く機会を作

る取り組みを教育委員会や学校でも行っています。 

   たくさんのご意見ありがとうございます。教育主幹からの報告について、ほかにご意

見などはありますでしょうか。 

 

（意見・質問等は特になし） 

 

 ○石﨑教育長 

教育指導主幹通信については、以上とさせていただきます。 

   事務局から、連絡事項などありましたらお願いします。 

 

 ○学務課長 

   １０月３１日（火）午後３時から役場で、総合教育会議を予定しています。内容は、

羅臼高校についてです。 

 

（４名中２名が出席することができない。） 

 

 ○学務課長 

   委員の皆さんのご都合を確認させてください。 

 

（１１月６日の週であれば問題ない。） 

 

 ○学務課長 

   総合教育会議については、再度日程調整をしてご連絡させていただきます。 

   １１月７日（火）午前１０時から、高校生の一日議会が開催されますので、ご出席願

います。 

 

 〇石﨑教育長 

   総合教育会議と、高校生の一日議会、それぞれよろしくお願い致します。学務課長か

らもありましたとおり、総合教育会議は、前回の教育委員会で話し合われた、高校の存

続、魅力化の内容について、町長と教育委員会での意見交換になりますので、よろしく

お願い致します。 

   以上で、予定されていた会議日程は全て終了しましたので、第１１回教育委員会を終
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了させていただきます。本日はありがとうございました。 


